













































































































































































































































































































































































































































Watts, D.J., & Strogatz, S.H.（998）Collective dynamics of "Small-world" 




概 要 は、 渥 美（20b） や、NVNADの ブ ロ グ（http://www.voluntary.jp/weblog/
myblog/544）を参照されたい。
ⅲ　NVNADは、それまで、毎月回程度、ボランティアバスを野田村へと運行してきてお
り、この日は第2回目のバスとなった。
ⅳ　チーム北リアスは、東日本大震災を承けて、NVNADなどが現地で結成しているネット
ワーク。詳細は、渥美（20c）やNVNADのブログを参照のこと。
ⅴ　岩手日報20年2月日朝刊。なお、その記事は、新潟県の地元紙新潟日報にも転載さ
れた。
ⅵ　ここでは、被災地の人々を自らの地域に受け入れるという重要な活動については、議論
を単純化するため、あえて図に描いていない。
ⅶ　〈共感〉は、何も災害による苦しみや悲しみでなくてもみられる。例えば、恋心の痛みは、
自分にとっては、決して他人には理解できない（されたくない）ほど私的な痛みであるが、
そういう痛みを経験している人が他にもいることだけは共有している。また、死は、決
して共有されないということだけが人々に共有されている。共感不可能性を共感するこ
とが、痛みや悲しみを和らげることは、大変示唆的である。
